


大貫 等 君
皆さん、こんばんは。本日は上尾西ロータリークラブ創立 53 周年という節
目にあたり、このような機会をいただきましたので、クラブの歩みについて
お話しさせていただきます。4 年前にも同様のお話をさせていただきました
が、その後新たに入会された方もいらっしゃいますので、改めてクラブの成
り立ちを振り返る機会とさせていただければと思います。

上尾西ロータリークラブ５３周年記念に因んで
のもと、設立準備が進められました。中心となったのは、中村先生をはじめ
とする関係者の方々であり、銀行の支店長であった松野氏らとともに、地域
企業への働きかけを重ねながら会員の勧誘を行いました。ロータリーを知ら
ない状態からのスタートであったため、上尾ロータリークラブの例会に参加
しながら学び、模擬例会を重ねるなど、まさに手探りの中で準備が進められ
ました。その結果、9 名の発起人が集まり、創立総会へとつながりました。
創設に至るまでには多くのご苦労があり、その努力の積み重ねの上に現在の
クラブがあることを、改めて認識する必要があると感じております。

ロータリークラブの起源

本日の卓話

クラブの活力は、やはり会員数に大きく左右されます。かつては 50 名を超
える会員を擁し、活動も非常に活発で、例会や親睦行事も華やかに行われて
いた時期がありました。
時代の変化により、当時と同じ形をそのまま再現することは難しいかもしれ
ませんが、一定の規模を維持することの重要性は変わらないと考えます。

クラブの活力と会員数の重要性

まず、ロータリークラブの起源は1905 年、アメリカ・シカゴにてポール・
ハリスを中心に 4 名のメンバーで創設されたことに始まります。当時は社会
情勢が不安定であったことから、信頼できる仲間同士での商取引を目的とし
た「相互扶助」の精神がその根底にありました。
その後、日本では1920 年に東京ロータリークラブが設立されました。創設
者は米山梅吉氏であり、現在の米山記念奨学事業にもつながる重要な存在
です。以降、大阪、京都、神戸、名古屋、福岡、札幌と、全国へと広がっ
ていきました。

上尾西ロータリークラブ誕生の経緯
埼玉県においては、川越と熊谷にクラ
ブが誕生し、それぞれを起点として県
内各地へと展開していきます。熊谷か
ら大宮、大宮から上尾へとつながり、
さらに鴻巣、桶川、そして上尾西へと
発展してきました。
上尾西ロータリークラブは、1973 年
（昭和 48 年）3月 28 日に創立されま
した。上尾ロータリークラブ創立から
10 年後、地域の発展に伴い「西口に
もクラブを」という機運が高まり、当
時の商工会関係者や金融機関の協力

これまでのクラブフォーラム等で出された意見を、単なる議論で終わらせず、
具体的な形にしていくことが重要です。
そこで提案として、「クラブ再生」や「運営見直し」をテーマとした特別委員
会を設置し、例会のあり方、会費、活動内容などについて継続的に検討する
場を設けてはどうかと考えます。
そこで得られた案をクラブフォーラムで共有し、最終的に理事会で承認する
という流れをつくることで、より実効性のある改善につながるのではないで
しょうか。
創立から 53 年。先人たちの努力に思いを馳せるとともに、その精神を受け
継ぎながら、これからのクラブのあり方を皆様とともに考えていければと思い
ます。
本日は創立記念パーティー、誠におめでとうございます。以上をもちまして、
卓話とさせていただきます。ありがとうございました。

今後に向けた提案
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